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公益社団法人 日本将棋連盟

【来場者数】

テーブルマークこども大会参加者数 ： 921人 [低学年322人、高学年599人]

JTプロ公式戦来場者数 ： 1,739人（前年比：381.4%）

将棋日本シリーズ総来場者数 ： 4,168人（前年比：126.1%）

【JTプロ公式戦結果】 一回戦第四局
みうら ひろゆき ふじい そうた

対 局 ： 三浦 弘行 九段（後手） 対 藤井 聡太 七段（先手）

結 果 ： 180手にて三浦 弘行 九段の勝ち

タ イ トル ： 「将棋日本シリーズ JTプロ公式戦／テーブルマークこども大会」 福岡大会

日 程 ： 2019年8月11日（日・祝）

場 所 ： 福岡国際センター（住所：福岡県福岡市博多区築港本町2-2）

経験の差を活かし、三浦 弘行 九段が勝利

8月11日(日・祝）福岡大会（一回戦第四局）開催結果
三浦九段は、次戦 9月21日（土）四国大会（二回戦第四局）にて豊島 将之 名人と対局予定。

【実施概要】

■三浦九段、藤井対策が見事にはまる
三浦 弘行 九段 のコメント
今日の戦法ですが、後手番になったらやろうと思っていた作戦です。有利になるとかということではなく、後手番としてはまずまずの分かれだっ
たら成功という考えです。△２四歩と打ってから桂得になりましたが、２二の飛車がまるで飛車落ちですから、思っていたよりも大変で、もし
かしたら判断ミスということもあったのかもしれません。最後は飛車を見捨てた方がむしろ負けにくくなると思って中段に逃げました。あとは自
玉を安全にしてじっくりと攻める方針を貫きました。次は豊島名人ですか？ トーナメント表を見たときに厳しいブロックだなと思いましたが、
次も気合を入れて頑張りたいですね。

■三浦九段、先輩の貫禄で藤井七段降す
前夜祭での両者のコメント。
三浦弘行九段「藤井七段が奨励会のときに一緒に合宿をしたことがあり、その縁で対局中継などではつい藤井七段の応援をしています。
その後、詰将棋を解く速さを実際に見て本物だと思いました。胸を貸すという余裕はありません。親の仇と戦うつもりで頑張りたいです。」
藤井聡太七段「JTプロ公式戦は憧れの舞台ですので、出場することができて非常にうれしいです。三浦九段にはプロになる前に将棋を教
えていただいたことがあります。終盤の踏み込みが鋭い印象です。大勢のみなさんの前での対局ですので、全力を尽くしたいと思います。」
振り駒は、と金が４枚で藤井七段の先手と決まる。
先手の横歩取りに後手の三浦九段は△４一玉△５一金と構える注文を見せる。桂得になった三浦九段が優勢に進行したが、一瞬の
スキを突いて藤井七段も反撃にでるも三浦九段は飛車を見捨てて中段に逃げて捕まらない形に。藤井七段が生まれた2002年にも「JT
プロ公式戦」に出場している三浦九段が経験の差を生かして二回戦に進出した。

■自玉を手厚くする△４七金
三浦九段は飛車を見捨てて中段に逃げて、捕まりにくくなりました。自玉を安全にして攻めを焦らず、藤井七段の攻撃力を使わせないよう
にする方針です。具体的には140手目△４七金と手厚く打ったのが勝ちを決めた手だと思います。藤井七段も中盤猛追したあたり、その

片鱗を見せましたが、三浦九段の作戦がズバリとハマりました。会心の勝利だったのではないでしょうか。

大盤解説 山崎 隆之 八段談

【「JTプロ公式戦」今日のハイライト】



▲７六歩 △４二銀

▲７五歩 △５四歩

▲７八飛 △５三銀

▲４八玉 △３一角

▲７四歩 △同 歩

▲同 飛 △６四銀

▲７八飛 △４二玉

▲９六歩 △３二玉

▲３八玉 △７三歩

▲２八玉 △８四歩

▲３八銀 △８五歩

▲９七角 △９四歩

▲７六飛 △１四歩

▲６六歩 △１五歩

▲６八銀 △７二銀

▲６七銀 △８三銀

▲７七桂 △８四銀

▲６五歩 △７五銀左

▲５六飛 △９五歩

▲同 歩 △同 銀

▲７五角 △同 角

▲９五香 △同 香

▲５四飛 △５三歩

▲５六飛 △４五角

▲９四歩 △５六角

▲同 歩 △６六香

▲５八金左 △６七香成

▲同 金 △６九飛

▲５八銀 △８九飛成

▲９三歩成 △同 角

▲２六香 △３九銀

▲１八玉 △４九龍

▲２三香成 △同 玉

▲４五角 △３四歩

▲４九銀左 △２八金

まで70手で後手の勝ち

■「テーブルマークこども大会」決勝戦（低学年部門）結果

【投了図】 森寛仁さん（先手） 対 吉川拓斗さん（後手）

【棋譜】 森寛仁さん（先手） 対 吉川拓斗さん（後手）

投了図は △２八金まで

優勝者 吉川 拓斗さん（男児）
（鹿児島県薩摩川内市立育英小学校2年） 70手にて

準優勝者 森 寛仁さん（男児）
（福岡県福岡市立笹丘小学校3年）



▲７六歩 △３四歩

▲２六歩 △４四歩

▲４八銀 △３二銀

▲５六歩 △３三角

▲６八玉 △４三銀

▲７八玉 △９四歩

▲５八金右 △３二金

▲２五歩 △６二銀

▲６八銀 △６四歩

▲７七銀 △６三銀

▲６六歩 △７四歩

▲７九角 △５二金

▲６七金 △８四歩

▲３六歩 △８五歩

▲３五歩 △同 歩

▲同 角 △３四歩

▲７九角 △７三桂

▲３七銀 △８一飛

▲２六銀 △６二玉

▲３五歩 △７二玉

▲３四歩 △同 銀

▲３八飛 △４三銀

▲３五銀 △４五歩

▲２八飛 △８六歩

▲同 歩 △８五歩

▲同 歩 △同 桂

▲８七歩 △６五歩

▲２四歩 △同 歩

▲３四歩 △７七桂成

▲同 金 △６六角

▲同 金 △同 歩

▲６八歩 △６五銀

▲８八桂 △５六銀

▲５八金 △５七金

▲４九角 △５八金

▲同 角 △４六歩

▲同 銀 △５七金

▲同 銀 △同銀成

▲４九角 △４八歩

▲６七歩 △同歩成

▲同 角 △同成銀

▲同 玉 △８七飛成

▲７七金 △７八銀

▲５八玉 △７七龍

▲同 桂 △３九角

▲４六角 △６七金

▲５九玉 △２八角成

▲７三銀 △６一玉

▲８一飛 △７一飛

▲同飛成 △同 玉

▲８一飛

まで101手で先手の勝ち

■「テーブルマークこども大会」決勝戦（高学年部門）結果

投了図は ▲８一飛まで

【投了図】 佐藤広陸さん（先手） 対 永德大吉さん（後手）

【棋譜】 佐藤広陸さん（先手） 対 永德大吉さん（後手）

優勝者 佐藤 広陸さん（男児）
（福岡県私立明治学園小学校4年） 101手にて

準優勝者 永德 大吉さん（男児）
（福岡県大野城市立大野南小学校6年）



投了図は △７七角成まで

▲２六歩 △８四歩

▲７六歩 △３四歩

▲２五歩 △８五歩

▲７八金 △３二金

▲２四歩 △同 歩

▲同 飛 △８六歩

▲同 歩 △同 飛

▲３四飛 △４一玉

▲５八玉 △５一金

▲８七歩 △８八角成

▲同 銀 △７六飛

▲７七銀 △２六飛

▲２八歩 △６二金

▲８四飛 △８二歩

▲３八金 △４二銀

▲２七歩 △２二飛

▲２八銀 △５二玉

▲３六歩 △７二金

▲３七銀 △８三歩

▲８六飛 △８二銀

▲３五歩 △７四歩

▲１六歩 △７三銀

▲１五歩 △６四銀

▲２六銀 △７三桂

▲３四歩 △３三歩

▲同歩成 △同 銀

▲３七桂 △４四銀

▲３四歩 △２四歩

▲９六歩 △５四角

▲９五歩 △３六歩

▲６六銀 △３七歩成

▲同 銀 △４五角

▲７五歩 △５四桂

▲７四歩 △６六桂

▲同 飛 △６五桂

▲４六銀 △５五銀打

▲８六飛 △４六銀

▲同 飛 △３四角

▲７三銀 △同 銀

▲同歩成 △同 金

▲７六飛 △７四歩

▲８二角 △８四金

▲９一角成 △７五金

▲３六飛 △３五歩

▲９六飛 △８五金

▲９八飛 △７六金

▲７三馬 △６四銀

▲６一銀 △同 玉

▲６三馬 △５五銀左

▲２六桂 △２五角

▲７三歩 △５一玉

▲７二歩成 △４二玉

▲３四香 △５四銀

▲７四馬 △７五金

▲３二香成 △同 飛

▲３三歩 △同 玉

▲４一馬 △４六銀

▲３四歩 △４四玉

▲３二馬 △５七桂成

▲６九玉 △４七銀成

▲７九玉 △４五玉

▲３七金打 △４六銀

▲４七金上 △同銀成

▲３八銀 △３七成銀

▲同 銀 △４七金

▲２一馬 △３七金

▲４九桂 △５八角成

▲３七桂 △３六玉

▲６八金打 △７七歩

▲同 桂 △４七金

▲５八金 △同 金

▲５九歩 △６八金打

▲同 金 △同 金

▲同 飛 △同成桂

▲同 玉 △５七銀

▲同 玉 △５六香

▲６八玉 △３八飛

▲５八銀 △同香成

▲同 歩 △５七銀

▲同 玉 △３七飛成

▲６八玉 △７六桂

▲７八玉 △６六金

▲４七銀 △同 龍

▲３九香 △３八銀

▲２八桂 △４六玉

▲７九角 △６八金

▲同 角 △同桂成

▲同 玉 △６七金

▲７九玉 △６八角

▲８九玉 △７七角成

まで180手で後手の勝ち

ＪＴプロ公式戦（一回戦第四局）結果

【投了図】 藤井 聡太 七段（先手） 対 三浦 弘行 九段（後手）

【棋譜】 藤井 聡太 七段（先手） 対 三浦 弘行 九段（後手）


